
　　第２項　営業外収益　　　　　　　　　　１３９，１１４千円

　　　　　　　　　　　　　　支　　出　　　　　　　　　　　　　

　第１款　水道事業費用　　　　　　　　　　５５７，２４１千円

　　第２項　営業外費用　　　　　　　　　　　２４，５５０千円

　　第３項　特別損失　　　　　　　　　　　　　　　１５０千円

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　　　　　　　　　　　　　　収　　入

　　第４項　予備費　　　　　　　　　　　　　　２，０００千円

　第１款　水道事業収益　　　　　　　　　　５７２，２１６千円

　　第１項　営業収益　　　　　　　　　　　４３３，１０２千円

議案第５５号

　(４)  主要な建設改良事業　　　　　配水管布設替事業、配水池更新事業、ポンプ設備・水位計等機器更新事業

　(１)  給水戸数　　　　　　　　　　　　　　　　９，５７９戸

　　第１項　営業費用　　　　　　　　　　　５３０，５４１千円

　(２)  年間総給水量　　　　　　　　　　２，３７５，０００㎥

令和５年度飛騨市水道事業会計予算

第１条　令和５年度飛騨市の水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

　（総則）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　(３)  一日平均給水量　　　　　　　　　　　　　６，４８９㎥
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第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

　用する場合は、議会の議決を経なければならない。

　(１)  職員給与費　　　　　　　　　　　　　４５，３００千円

　(１)  消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用の間の流用

　　第２項　企業債償還金　　　　　　　　　　７８，７７４千円

　（一時借入金）

第５条　一時借入金の限度額は、３０，０００千円と定める。

　　　　　　　　　　　　　　収　　入

第６条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　　第１項　建設改良費　　　　　　　　　　１０４，６６３千円

　　　　　　　　　　　　　　支　　出　　　　　　　　　　　　　

　第１款　資本的支出　　　　　　　　　　　１８３，４３７千円

　　第６項　補助金　　　　　　　　　　　　　３９，１７８千円

　７４千円で補填するものとする。）。

　（資本的収入及び支出）

　第１款　資本的収入　　　　　　　　　　　　３９，１７８千円

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１４４，２５９千円

　は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額６，９３６千円、当年度分損益勘定留保資金８４，３４９千円、減債積立金５２，９
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飛騨市長 　都　竹　 淳　也　　　　　　　　＿

　　　　　令和５年２月２８日提出

　（たな卸資産購入限度額）

第９条　たな卸資産の購入限度額は、２６，１６５千円と定める。

第８条　企業債の元利償還のため飛騨市一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、２８，８０７千円である。

　（他会計からの補助金）
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